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はじめに




    このドキュメントは、Oracle Virtual Desktop Infrastructure (VDI) リリース 3.5 のドキュメントライブラリに含まれ、次の場所から入手できます。
  

    http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/virtualdesktop/docs/index.html
  

    ドキュメントライブラリは、次の項目で構成されます。
  
	 Oracle Virtual Desktop Infrastructure リリースノート 
	
          リリースノートでは、Oracle VDI の新機能、変更点、修正済みのバグ、および既知の問題のサマリーについて説明します。
        

	 Oracle Virtual Desktop Infrastructure スタートガイド 
	
          入門ガイドは Oracle VDI を開始する方法を説明するもので、この製品をはじめて使用する管理者を対象にしています。
        

	 Oracle Virtual Desktop Infrastructure 管理者ガイド 
	
          管理者ガイドは、Oracle VDI をインストール、構成、および管理する方法をまとめた総合ガイドです。トラブルシューティング情報も記載されています。
        

	 エンタープライズマネージャープラグインユーザーズガイド (Oracle Virtual Desktop Infrastructure 用) 
	
          プラグインユーザーズガイドは、Oracle VDI に精通していて、Oracle エンタープライズマネージャー の総合的な監視機能へのアクセスが必要な管理者を対象にしています。
        

	 Oracle Virtual Desktop Infrastructure セキュリティーガイド 
	
          セキュリティーガイドは、Oracle VDI のセキュリティー面について補足するガイドです。Oracle VDI システム管理者のセキュリティー関連について扱います。
        



対象読者




      Oracle VDI ドキュメントは、ユーザーにデスクトップを配備できるように Oracle VDI をインストールおよび構成するシステム管理者向けに用意されています。このドキュメントでは、読者が Web や仮想化テクノロジに精通し、UNIX (Linux を含む) や Windows などのオペレーティングシステムを全般的に理解していることを前提としています。
    

そのほかのサポートソフトウェアのドキュメント




      Oracle VDI とともに使用されるそのほかのサポートソフトウェアのドキュメントは、次のとおりです。
    
	
          Sun Ray Software および Sun Ray クライアント (Oracle Virtual Desktop Client を含む)
        

          http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sunrayproducts/docs/index.html
        

	
          Oracle VM VirtualBox
        

          http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/virtualbox/documentation/index.html
        

	
          Oracle Secure Global Desktop
        

          http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/securedesktop/docs/index.html
        




ドキュメントのアクセシビリティー




      Oracle のアクセシビリティーへの取り組みについては、Oracle Accessibility Program の Web サイト http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc にアクセスしてください。
    

Oracle サポートへのアクセス




      Oracle のお客様は、My Oracle Support にアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細については、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info を参照するか、耳が不自由な方は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs を参照してください。
    

表記規則




      このドキュメントでは次の表記規則を使用します:
    
	
                表記規則
              
	
                意味
              

	
                太字
              
	
                太字は、操作に関連するグラフィカルユーザーインタフェース要素、または本文中や用語集に定義されている用語を示します。
              

	
                イタリック
              
	
                イタリックは、本のタイトルや、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
              

	
                モノスペース
              
	
                モノスペースは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
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第1章 新機能および変更点
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1.1. Release 3.5 の新機能



Oracle エンタープライズマネージャー との統合




          Oracle VDI 用エンタープライズマネージャープラグインでは、特定のターゲットおよび一連のカスタム監視ページを追加することによって、Oracle VDI
          の統合を実現します。各 Oracle VDI
          リソースには、Oracle エンタープライズマネージャー
          内に独自のターゲットページが用意されています。ただし、結合された階層ビューではプラグインによってターゲットがグループ化されるため、Oracle VDI
          環境の監視が大幅に簡単なジョブになります。詳細については、『エンタープライズマネージャープラグインユーザーズガイド (Oracle Virtual Desktop Infrastructure 用)』を参照してください。
        

Microsoft App-V によるアプリケーションの仮想化




          このリリースには、Microsoft Application
          Virtualization (App-V)
          のサポートが含まれています。App-V
          とは、アプリケーション仮想化ソリューションの一種で、アプリケーションをアプリケーション仮想化サーバーから任意のデスクトップに配備できます。アプリケーションはオンデマンドでアプリケーション仮想化サーバーからストリーミングまたはローカルキャッシュされ、その後、デスクトップでローカルに実行されます。
        

          App-V は、Oracle VM VirtualBox
          プール内で柔軟なデスクトップと個人用デスクトップとを組み合わせて使用できます。App-V
          バージョン 4.6 がサポートされます。
        

          詳細については、『Oracle Virtual Desktop Infrastructure 管理者ガイド』のMicrosoft App-V によるアプリケーションの仮想化を参照してください。
        

新しくサポートされるプラットフォーム




          次のオペレーティングシステムが、Oracle VDI
          および
          Oracle VM VirtualBox
          のサポートされるインストールプラットフォームになりました。
        
	
              Oracle Linux リリース 6.3
            

	
              Oracle Solaris 11.1
            




          Oracle VDI Center
          内のホストは、同じオペレーティングシステム
          (Oracle Linux または Oracle Solaris)
          を使用する必要があります。同じ Oracle VDI Center
          内では、Oracle Linux 5 ホストと Oracle Linux 6
          ホスト、または Oracle Solaris 10 ホストと Oracle Solaris 11
          ホストを混在させて使用することはできません。
        

          Oracle VM VirtualBox
          デスクトッププロバイダの場合、仮想化ホストは同じオペレーティングシステム
          (Oracle Linux または Oracle Solaris)
          を使用する必要があります。プロバイダで
          Oracle Linux 5 ホストと Oracle Linux 6
          ホストを混在させたり、Oracle Solaris 10 ホストと
          Oracle Solaris 11
          ホストを混在させたりして使用することができます。
        

          iSCSI
          スタックは現在サポートされていないため、Oracle Solaris 11
          プラットフォームを Sun ZFS
          ストレージタイプとして使用することはできません。
        

          Oracle Solaris プラットフォームの場合は、Oracle Solaris 10
          および Oracle Solaris 11 に Oracle VDI
          をインストールするために独立したソフトウェアアーカイブがあります。正しいアーカイブをダウンロードしてください。
        

特定のデスクトップの再クローニング




          新しい「デスクトップの再クローニング」アクション
          (vda desktop-reclone)
          を使用すると、管理者は再クローニングする特定のデスクトップを選択できます。個人用ハードドライブとユーザー割り当ては維持され、新しいクローンに適用されます。デスクトップのシステムドライブが破損している場合や、最新のマスターリビジョンへただちに更新する必要がある場合に、このアクションが特に役立ちます。詳細については、『Oracle Virtual Desktop Infrastructure 管理者ガイド』の選択したデスクトップの再クローニングを参照してください。
        

Windows
          ユーザープロファイルのインポートおよびエクスポート




          個人用ハードドライブが有効な場合、Windows
          ユーザープロファイルをインポートおよびエクスポートする場所としてネットワーク共有を指定できるようになりました。管理者はユーザーが各自の個人用デスクトップにはじめてアクセスするときに、ユーザープロファイルがネットワーク共有からインポートされるように指定できるほか、ユーザープロファイルをバックアップするための新しい「ユーザープロファイルのエクスポート」アクション
          (vda pool-profiles-export)
          が用意されています。この機能は、Oracle VM VirtualBox
          プールのみで使用でき、Windows 7
          以降のデスクトップでサポートされます。詳細については、『Oracle Virtual Desktop Infrastructure 管理者ガイド』の個人用ハードドライブと Windows ユーザープロファイルについてを参照してください。
        

Oracle VDI
          キオスクセッションを構成するための新しいグローバル設定




          Oracle VDI
          キオスクセッションを構成するための新しいグローバル設定がいくつかあります。設定を使用して、次の操作を実行できます。
        
	
              使用可能なデスクトップが接続されているすべてのモニタに収まる場合でも、デスクトップセレクタ画面が常に表示されるのかどうかを制御します
              (client.select.always)。
            

	
              ユーザーがログアウトするときに、キオスクセッションが終了するかどうかを制御します
              (client.quit.onlogout)。
            

	
              「デスクトップログイン」画面の「追加オプション」メニューに、ユーザーが別のキオスクセッション
              (たとえばヘルプデスクアプリケーションへのアクセス)
              を実行できる項目を追加します。詳細については、デスクトップログイン画面へのヘルパー機能の追加を参照してください。
            




          詳細については、『Oracle Virtual Desktop Infrastructure 管理者ガイド』のOracle VDI キオスクセッションのグローバル設定を参照してください。
        

iSCSI および Sun ZFS
          ストレージ構成を再ロードするための新しいコマンド




          新しい vda provider-vb-reconfigure
          コマンドは、Oracle Linux プラットフォーム上の
          Oracle VM VirtualBox プロバイダの iSCSI および Sun ZFS
          ストレージ構成を再ロードするために使用できます。VirtualBox
          ホストを更新するときにホストオペレーティングシステムをアップグレードする場合に、このコマンドを使用する必要がある可能性があります。詳細については、『Oracle Virtual Desktop Infrastructure 管理者ガイド』のOracle VM VirtualBox ホストでの iSCSI または Sun ZFS ストレージ構成の再ロードを参照してください。
        

「デスクトップログイン」および「パスワードを変更」画面の機能拡張




          「デスクトップログイン」および「パスワードを変更」画面が拡張され、ユーザーがログインに失敗したりパスワード変更に失敗したりしたときにわかりやすいエラーメッセージが表示されるようになりました。
        



1.2. Release 3.5 での変更



サポートされるプラットフォームの変更




          このリリースでは、サポートされるプラットフォームが次のように変更されました:
        
	
              x86 プラットフォーム上の Oracle Linux (64
              ビット) における Oracle VDI
              および Oracle VM VirtualBox:
               Oracle Linux リリース 5.8 および 6.3
              がサポートされます。Oracle Linux リリース 5.6
              および 5.7
              はサポートされなくなりました。
            

              バグ ID
              13974640 のため、VirtualBox
              ホストのプラットフォームとして Oracle Linux
              を使用する場合は Unbreakable Enterprise Kernel
              を使用する必要があります。Red Hat
              カーネルはサポートされていません。
            

	
              x86 プラットフォーム上の Oracle Solaris (64
              ビット) における Oracle VDI
              および Oracle VM VirtualBox:
               サポートされる最小の Oracle Solaris 10
              リリースが Oracle Solaris 10 リリース 8/11 (update 10)
              になりました。Oracle Solaris 11.1
              がサポートされます。Oracle Solaris 10 リリース
              09/10 (update 9)
              はサポートされなくなりました。
            

	
              VMware vCenter
              デスクトッププロバイダ: VMware
              vCenter サーバー 5.1
              がサポートされるようになりました。VMware
              vCenter Server 4.0 および VMware VirtualCenter Server
              2.5 はサポートされなくなりました。
            

	
              デスクトッププラットフォーム:
              Windows 8、Oracle Linux リリース 6.3、および
              Oracle Solaris リリース 11.1
              がサポートされるようになりました。Windows
              Vista Enterprise、Windows XP SP2 32 ビット、Windows
              2000 SP4、Oracle Linux 5.6、および Ubuntu 11.04
              はサポートされなくなりました。
            




自動フェイルオーバーの変更




          Oracle VDI Center のプライマリホストは、Sun Ray
          フェイルオーバーグループのプライマリサーバーとしても構成されます。以前のリリースでは、自動フェイルオーバーが発生すると、Oracle VDI Center
          でセカンダリホストが昇格してプライマリホストになり、さらにこのホストが
          Sun Ray
          プライマリサーバーとして再構成されました。このリリースから、デフォルトで
          Sun Ray
          プライマリサーバーはフェイルオーバー時に自動で再構成されなくなりました。
        
注記

            組み込みの Oracle VDI MySQL
            データベースを使用しているときにフェイルオーバーが発生した場合は、マスターデータベースホストと
            Sun Ray
            プライマリサーバーが同じではないため、vda.primary.host
            プロパティーは設定されません。
          


          また、Oracle VDI Center 用に新しい
          srs.primary.autofailover
          プロパティーもあり、以前のリリースのようにフェイルオーバー時に
          Sun Ray
          プライマリサーバーの自動再構成が実行されるかどうかを制御するために使用できます。このプロパティーにより、Oracle VDI
          の以前のリリースで使用されていた
          srs.primary.autoconfig
          プロパティーは推奨されなくなりました。詳細については、『Oracle Virtual Desktop Infrastructure 管理者ガイド』の自動フェイルオーバーの調整およびSun Ray プライマリサーバーの変更を参照してください。
        

root ユーザー向け管理ツールの変更




          Oracle Solaris プラットフォームでは、Oracle VDI
          にロールとしての root
          のサポートが含まれました。root
          権限を要求する Oracle VDI コマンド
          (vda-config コマンドなど)
          を実行するために、su または
          sudo コマンドを使用して root
          ロールを担うことができます。ホストを
          Oracle VDI Center に追加し、root
          がロールとして構成されると、プライマリホストで
          root
          ロールを担うために必要な資格情報が要求されるようになりました。
        

          すべてのプラットフォームで、root
          ユーザーにデフォルトでプライマリ管理者ロールが割り当てられなくなりました。新しい
          Oracle VDI Center
          を構成するときに、プライマリ管理者ロールを持つ必要があるユーザーのユーザー名を求められます。このユーザーからほかのユーザーに管理特権を付与できます。root
          ユーザーは、ほかのユーザーと同様に、管理者ロールが割り当てられている場合のみ
          Oracle VDI マネージャー
          にアクセスできます。ただしコマンド行では、管理者ロールが割り当てられていない場合であっても、root
          ユーザーは常に Oracle VDI
          コマンドを実行できます。
        

          以前の Oracle VDI
          リリースから更新する場合、管理者のリストは変更されず、root
          ユーザーにはプライマリ管理者ロールが割り当てられたままになっています。ただし、別のプライマリ管理者が
          Oracle VDI マネージャー またはコマンド行を使用して、その
          root
          ユーザーのロール割り当てを削除したり編集したりできるようになりました。
        

テンプレートのリビジョンの変更




          テンプレートのリビジョンは、プール内でデスクトップをクローニングする際のマスターとして指定できます。マスターが変更されると、そのテンプレートに基づくすべてのデスクトップは新しいマスターから再クローニングされる必要があります。これは即時操作ではなく、スケジュール操作になりました。デスクトップの再クローニングが発生する日時と、使用中のデスクトップの再作成を同時に実行するのかユーザーのログアウト後のみ実行するのかを指定できるようになりました。
        

サポートされるロケールの変更




          ユーザーは Oracle VDI
          ログイン画面の言語セットから選択できます。言語およびロケールのサポートは、次のように変更されました。
        
	
              スウェーデン語ロケールは使用できなくなりました。
            

	
              オランダ語ロケールがサポートされました。
            




位置の把握の変更




          位置の把握は、Windows デスクトップおよび RDS
          セッションにホットデスクの追加機能を提供します。Windows
          起動/ログオンスクリプトでより多くの環境パラメータを設定できるようにこの機能が拡張されました。VRDP
          セッションの追加パラメータをサポートするように
          Oracle VM VirtualBox Guest Additions が拡張されました。
        

          詳細については、『Oracle Virtual Desktop Infrastructure 管理者ガイド』の位置の把握を参照してください。
        

拡張されたスマートカードサポート




          Sun Ray Software
          の機能拡張によって、スマートカードサービスが
          Oracle Linux インストールプラットフォーム上の
          Oracle VDI
          でも利用できるようになりました。PC/SC-lite API
          を使用して、スマートカード認証などのスマートカードサービスが提供されます。詳細については、『Sun Ray Software 管理ガイド』のスマートカードサービスを参照してください。
        

          また Oracle VM VirtualBox では、VRDP から Windows
          デスクトップへの接続で、スマートカードデバイスのリダイレクトがサポートされました。スマートカードは、PIN
          認証やカードに格納された証明書を使用した電子メール署名などのために、デスクトップで使用できます。ドライバに関する重要な情報については、バグ
          ID 14731581 を参照してください。
        

セッションの動的サイズ変更




          セッションの動的サイズ変更を使用すると、ローカルデスクトップクライアントセッションのサイズに合わせてリモートデスクトップのサイズを自動的に変更できます。別のデバイスからセッションに再接続する場合、またはタブレットなどのクライアントデバイス
          (回転可能なもの)
          を使用する場合、新しい画面構成が検出され、それに応じてセッション画面の寸法が調整されます。この機能は
          XRandR
          拡張機能に基づいていますが、この拡張機能は
          Oracle VDI
          ではデフォルトで有効です。セッションの動的サイズ変更では、Xinerama
          拡張機能が無効である必要があります。
        


1.3. Oracle VDI ソフトウェアについて




        Oracle VDI
        は、仮想化、ユーザーディレクトリ、データベース、およびデスクトップアクセスソフトウェアを使用する階層型ソフトウェアソリューションです。
      

        ソフトウェアパッケージには次のコンポーネントが含まれています:
      
	
            Oracle VDI リリース 3.5
          

	
            Sun Ray Software リリース 5.4
          

	
            MySQL Server リリース 5.1.50
          

	
            Oracle VM VirtualBox リリース 4.2.10
          




        Oracle VDI の要件およびプラットフォームサポート
      

        このリリースの Oracle VDI
        の要件およびサポートされている項目の詳細は、『Oracle Virtual Desktop Infrastructure 管理者ガイド』で次の情報を参照してください。
      
	
            Oracle VDI のシステム要件
          

	
            Oracle VDI の更新要件
          

	
            サポートされているユーザーディレクトリ
          

	
            Oracle VM VirtualBox のシステム要件
          

	
            Microsoft Hyper-V のシステム要件
          

	
            Microsoft リモートデスクトップサービスのシステム要件
          

	
            VMware vCenter のシステム要件
          

	
            ストレージの概要
          

	
            サポートされるデスクトップオペレーティングシステム
          




        Sun Ray クライアントでの動作が確認されている周辺装置の最新リストについては、Sun Ray クライアントおよび
        Oracle Virtual Desktop Client
        の周辺装置リストを参照してください。
      

        そのほかのサポートソフトウェア
      

        Oracle VDI
        で使用できるそのほかのソフトウェアについては、次のリンクからダウンロードできます。
      
	
            Oracle
            Linux
          

	
            Oracle Solaris
          

	
            Oracle Virtual Desktop Client
          

	
            Oracle Secure Global Desktop
          




        サポートドキュメント
      

        そのほかのソフトウェアの詳細は、次のリンクを参照してください:
      
	
            Sun Ray
            製品ドキュメント: Sun Ray Software、Sun Ray Windows Connector
            (uttsc)、および Sun Ray クライアント (Oracle Virtual Desktop Client
            を含む)
            のリリースノート、インストール、構成、および管理に関する情報です。
          

	
            Oracle VM VirtualBox
            ドキュメント: VirtualBox
            のユーザーおよび開発者向けドキュメントです。
          

	
            Oracle Secure Global Desktop
            ドキュメント: Oracle Secure Global Desktop
            のリリースノート、インストール、構成、および管理に関する情報です。
          




1.4. Release 3.5 で修正されたバグ




        次の表に、Oracle VDI リリース 3.5
        で修正されたバグの一覧を示します。
      
表1.1 Oracle VDI リリース 3.5 で修正されたバグ
	
                  バグ ID
                
	
                  説明
                

	
                  12283093
                
	
                  rfe: sysprep
                  なしで通常テンプレートのリビジョンのエクスポートが動作する必要がある
                

	
                  12537944
                
	
                  win-xp fastprep
                  設定を使用してデスクトップをクローニングする
                  win7-32 vb テンプレート
                

	
                  12576708
                
	
                  再同期に失敗すると、vda center
                  モジュールが短時間で終了する
                

	
                  13040580
                
	
                  Active Directory
                  ユーザーのパスワードを変更しようとしたときのエラーメッセージが正しくない
                

	
                  13494436
                
	
                  変更されたマシン構成が稼働状態では有効にならない
                

	
                  13581894
                
	
                  ユーザビリティー:
                  テンプレートのリビジョンのコピージョブで
                  UI に % が表示されない
                

	
                  13595173
                
	
                  VirtualBox
                  ホストメモリーオーバーヘッドが構成可能である必要がある
                

	
                  13608252
                
	
                  iscsiadm
                  が標準ではないデバイス名を返すため、parted
                  で失敗する
                

	
                  13686452
                
	
                  「クローニング」タブの「名前のパターン」は検証される必要がある
                

	
                  13702159
                
	
                  Sun Ray rdp 設定の場所が正しくない
                

	
                  13732353
                
	
                  vb-install が vms
                  の実行/登録を確認するときに、正しいユーザーで照会しない
                

	
                  13732360
                
	
                  すべての apache 関連構成は vb-install
                  から削除される必要がある
                

	
                  13737419
                
	
                  正しく構成されていなくても、vb-install
                  がインストールの成功を表示する
                

	
                  13774639
                
	
                  ファームウェアがインストールされていない場合に、vda-install
                  はユーザーに警告を表示する必要がある
                

	
                  13818316
                
	
                  iSCSI ストレージの LUN 処理
                

	
                  13827564
                
	
                  [secret] という語が vda-center で vb-install
                  の使用法メッセージから欠落している
                

	
                  13827921
                
	
                  vda-center
                  の使用法で複数のプロパティーを設定可能であると表示されるが、実際は不可能である
                

	
                  13827950
                
	
                  CLI vda-center setprops -s srs.password
                  を実行しても、カーソルが点滅するだけである
                

	
                  13845458
                
	
                  VDI
                  で、アクセスされていない個人用デスクトップがリフレッシュされてはいけない
                

	
                  13849579
                
	
                  rfe:
                  フェイルオーバーをトリガーする高度な機能を実装
                

	
                  13864695
                
	
                  バグ: aksh: スクリプトの実行失敗:
                  array\[x\].substring は関数ではない
                

	
                  13869281
                
	
                  root 以外のユーザーでは、vb-install
                  が正しく構成されない
                

	
                  13876630
                
	
                  VirtualBox ホストを lc
                  プロバイダに追加すると、エラーで失敗する
                

	
                  13885537
                
	
                  VMS が VDI
                  によってクローニングされてないときに、VMS
                  の登録解除および削除が確認される
                

	
                  13885626
                
	
                  vb-install が vda という名前の VMS
                  を登録解除する
                

	
                  13885707
                
	
                  ユーザーにアンダースコアが含まれているときに
                  VirtualBox をインストールできない
                

	
                  13886621
                
	
                  デスクトップが電源オフのときに、電源オフエラーで
                  VC リサイクルが失敗する
                

	
                  13886800
                
	
                  vda rpm に対する rpm -qi で、ベンダーが Sun
                  Microsystems と表示される
                

	
                  13896425
                
	
                  準備中であり、使用する準備ができていないというメッセージがわかりにくい
                

	
                  13897950
                
	
                  リサイクルの失敗でデスクトップのリフレッシュジョブが失敗する:
                  java.lang.nullpointerexception
                

	
                  13902103
                
	
                  VirtualBox ユーザーが root
                  以外のユーザーである場合に、sysprep
                  クローニングが失敗する
                

	
                  13902927
                
	
                  システムモニタからユーザーディレクトリ接続の確認ロジックを変更
                

	
                  13907743
                
	
                  デスクトップセレクタからスウェーデン語オプションを削除する必要がある
                

	
                  13914941
                
	
                  VDI
                  サービスへの接続が表示されているときに同じ
                  DTU へのホットデスクで VDI
                  ログイン画面が表示される
                

	
                  13918245
                
	
                  プライマリサーバーが 11174
                  ポート以外で実行していると、2
                  番目のサーバーがプライマリサーバーに参加できない
                

	
                  13918573
                
	
                  vda.ssl.shared.password が vda-config
                  ログファイルに出現する
                

	
                  13924690
                
	
                  root 以外のユーザーが preserve.db
                  ファイルをコピーできる
                

	
                  13939750
                
	
                  ログファイル: 「エラー: グループ
                  vboxusers
                  が存在しません」というメッセージが出現する
                

	
                  13954018
                
	
                  Sun Ray Software ではなく VDI
                  をインストールしているときに、「Sun Ray
                  サーバーをインストールしています」というメッセージが表示される
                

	
                  13960465
                
	
                  rfe: Oracle VDI
                  キオスクスクリプトが終了を許可しない
                

	
                  13968872
                
	
                  追加するデスクトップを選択したあとで「了解」ボタンが有効にならない
                

	
                  13973210
                
	
                  VDI
                  ログイン名の先頭と末尾の「ホワイト」スペースを削除する
                

	
                  13974368
                
	
                  xinerama
                  がマルチヘッドで有効になったときに、両方の画面に
                  VRDP VMS が出現しない
                

	
                  13996765
                
	
                  rfe: VDI 管理 GUI で、root
                  ユーザーアクセスを無効にすることができる
                

	
                  14011396
                
	
                  vb-install スクリプトでファイアウォール
                  (SELinux) が正しく確認されない
                

	
                  14018086
                
	
                  VirtualBox ストレージの ping
                  によって、不要なエラーで VirtualBox
                  ログがいっぱいになる
                

	
                  14026511
                
	
                  VDI のアップグレードで SGD
                  ブローカの統合が無効になる
                

	
                  14100669
                
	
                  ローカルストレージを VirtualBox
                  プロバイダに追加するときに、メッセージに正しくない情報が表示される
                

	
                  14180462
                
	
                  esc - 新しい VirtualBox
                  ホストを既存のデスクトッププロバイダに追加できない
                

	
                  14189384
                
	
                  実行中のテンプレートがデスクトップへのコピー対象として選択されると、VirtualBox
                  がエラーメッセージをスローする
                

	
                  14191586
                
	
                  データ損失の可能性:
                  フェイルオーバー時のデータベースバックアップなし
                

	
                  14219400
                
	
                  複製しているデスクトップで、起動操作が許可されない
                

	
                  14273748
                
	
                  3.3.2 から 3.4.1 への移行後に VC
                  クローニングが失敗する
                

	
                  14397867
                
	
                  /vda ではなく VirtualBox
                  グループの使用に切り替える
                

	
                  14459741
                
	
                  VMware Datacenter で vApp
                  が構成されたリソースを表示すると、GUI
                  がログアウトする
                

	
                  14561489
                
	
                  esc: 複数の VDI Center
                  環境の負荷分散が正しく動作しない
                

	
                  14585573
                
	
                  デスクトップ選択の表示/スキップは構成可能にする必要がある
                

	
                  14689936
                
	
                  Windows デスクトップの VRDP MMR
                  を有効にする
                

	
                  14744341
                
	
                  OVDI
                  クラスタエージェントが更新の伝播中に終了すると、起動しない
                

	
                  14828205
                
	
                  esc -
                  プロバイダ「vbox」の本稼働監視スレッドで
                  NPE が発生した
                

	
                  14843114
                
	
                  レプリケーション (スレーブ)
                  サーバーは、「書き込み」クライアント接続を受け入れてはいけない
                

	
                  14843305
                
	
                  DB
                  スレーブサーバーにインポートされたユーザーデータが「ロード」されない
                

	
                  15831293
                
	
                  vda.admin.superuser
                  設定はクラスタマップに格納されてはいけない
                

	
                  15831507
                
	
                  SRS
                  レプリケーションはデフォルトでフェイルオーバーに参加してはいけない
                

	
                  16087752
                
	
                  esc: SRSS
                  登録済みトークン所有者のスペースで、VDA
                  キオスクが中断する
                

	
                  16170898
                
	
                  バグ:
                  ローカルストレージの有効化/保守状態が同期しない
                

	
                  16203033
                
	
                  使用されるイメージが誤ったプラットフォーム用である場合は、インストーラが警告を表示する必要がある
                

	
                  16222629
                
	
                  構成可能な時間後に応答しない柔軟なデスクトップを削除する
                





1.5. 次のリリースでの変更




        次の Oracle VDI リリースでは、Microsoft Hyper-V
        デスクトッププロバイダがサポートされなくなる可能性があります。
      

第2章 既知の問題



目次
	2.1. パフォーマンスの更新
	2.2. Oracle Solaris プラットフォームに VirtualBox
        をインストールするときシステムがハングアップする
        (Sun バグ ID 7116094)
	2.3. 「コンソールはすでに使用されています」という警告が表示されるべきときに表示されない
        (バグ ID 12364760)
	2.4. ストレージがシャットダウンされると仮想化ホストがクラッシュする
        (バグ ID 13557337)
	2.5. Bash プロンプト文字によって SSH 接続が中断される
        (バグ ID 13572569)
	2.6. テンプレートのインポート中にストレージホストが応答していないと表示される
        (バグ ID 13639979)
	2.7. vb-install スクリプトですべてのユーザーの VM
        がチェックされない (バグ ID 13732353)
	2.8. 追加操作の進行中に VirtualBox
        ホストをデスクトッププロバイダに追加すると問題が発生する
        (バグ ID 13944126)
	2.9. Red Hat カーネルを使用する Oracle Linux ホストで Windows 7
        デスクトップが起動に失敗する (バグ ID 13974640)
	2.10. Ubuntu 12.04
        デスクトップでセッションが予期せず切断される
        (バグ ID 14254390)
	2.11. Oracle VDI の更新後、ユーザーが自分の Windows
        デスクトップに接続できない (バグ ID 14272752)
	2.12. 再クローニングによって重複した予約済みデスクトップが作成される
        (バグ ID 14577906)
	2.13. Oracle Linux プラットフォームで VRDP
        を使用するとデスクトップのパフォーマンスが低下する
        (バグ ID 14731581)
	2.14. USB
        スマートカードリーダーのデバイスドライバが見つからない問題
        (バグ ID 14731581)
	2.15. Firefox を使用して、Oracle Solaris 11 上で動作している
        Oracle VDI マネージャー にログインできない (バグ ID 14802239)
	2.16. Oracle VDI のインストールが Java Runtime Environment
        のインストール時にハングする (バグ ID 15909269)
	2.17. ホストディスクがいっぱいになると、データベースへの接続が失われる
        (バグ ID 15921366)
	2.18. 仮想ディスクの UUID
        を更新できないために、テンプレートのインポートが失敗する
        (バグ ID 16175655)
	2.19. VMware Windows 8 のクローニングに失敗する (バグ ID
        16209372)
	2.20. Oracle Linux 6
        プラットフォームで「デスクトップログイン」画面が表示されない
        (バグ ID 16269057)
	2.21. ホットデスク時または電源サイクル時に、VRDP
        接続を使用した Windows 7
        のメディア再生がハングする (バグ ID 16343063
        および 16355589)


2.1. パフォーマンスの更新




        Oracle Linux 6 および Oracle Solaris 11
        システムでは、大量のセッション
        (サーバーあたり 80 以上の同時セッション)
        のスケーラビリティーに影響する既知の問題がいくつかあります。これらの制限は、デフォルト構成と、システム
        DBus および gdm
        プロセスで構成されているファイル記述子のリソース容量が低いことによる結果です。スケーラビリティーを拡大するには、次の回避方法を適用できます。
      

        Oracle Linux 6
      
	
            root として Oracle VDI ホストにログインします。
          

	
            デフォルトの DBus
            リソース制限を変更するために、次の行を含む
            /etc/dbus-1/system-local.conf
            ファイルを作成します。
          
<!DOCTYPE busconfig PUBLIC "-//freedesktop//DTD D-Bus Bus Configuration 1.0//EN"
 "http://www.freedesktop.org/standards/dbus/1.0/busconfig.dtd">
<busconfig>
  <!-- default for this is 2048 -->
  <limit name="max_completed_connections">32768</limit>
  <!-- default for this is 256 -->
  <limit name="max_connections_per_user">4096</limit>
</busconfig>

	
            変更を有効にするためにホストをリブートします。
          




        Oracle Solaris 11
      
	
            root として Oracle VDI ホストにログインします。
          

	
            デフォルトの DBus
            リソース制限を変更するために、次の行を含む
            /etc/dbus-1/system-local.conf
            ファイルを作成します。
          
<!DOCTYPE busconfig PUBLIC "-//freedesktop//DTD D-Bus Bus Configuration 1.0//EN"
 "http://www.freedesktop.org/standards/dbus/1.0/busconfig.dtd">
<busconfig>
  <!-- default for this is 2048 -->
  <limit name="max_completed_connections">32768</limit>
  <!-- default for this is 256 -->
  <limit name="max_connections_per_user">4096</limit>
</busconfig>

	
            plimit コマンドを
            /etc/init.d/utsyscfg
            ファイルに追加して、システム DBus
            デーモンのファイル記述子のリソース容量を変更します。
          

            行 start) (行 320)
            のあとに、次の行を追加します。
          
if [ -x /bin/plimit ]; then
	DPID=$(pgrep -f "dbus-daemon --system")
	if [ -n "$DPID" ]; then
		plimit -n 16384 $DPID
	fi
fi

	
            /lib/svc/method/svc-gdm
            ファイル内の行を置換して、システムの gdm
            プロセスで Solaris
            拡張ファイル機能を使用するように設定します。
          

            行 /usr/sbin/gdm $arg & を次の 2
            行で置換します。
          
ulimit -n 16384
LD_PRELOAD_32=/usr/lib/extendedFILE.so.1 /usr/sbin/gdm $arg &

	
            変更を有効にするためにホストをリブートします。
          





2.2. Oracle Solaris プラットフォームに VirtualBox
        をインストールするときシステムがハングアップする
        (Sun バグ ID 7116094)




        状況によっては、Oracle VM VirtualBox
        をインストールするときにシステムがハングアップします。
      

        この問題は、Oracle Solaris 10 8/11 (update 10)
        を実行する、Sun Fire X4470 M2
        などの大規模サーバーに影響を与えます。
      

        VirtualBox をインストールするには、システムに IDR
        (Interim Diagnostics and Relief)
        を適用する必要があります。詳細については、My Oracle Support
        のナレッジドキュメント
        ID 1451285.1 を参照してください。
      

2.3. 「コンソールはすでに使用されています」という警告が表示されるべきときに表示されない
        (バグ ID 12364760)




        あるデスクトップで 2
        つ目のコンソールを開くと、以前は「コンソールはすでに使用されています」という警告が表示されていました。このメッセージが表示されるべきときに表示されません。たとえば、VirtualBox
        デスクトッププロバイダとプールを作成し、デスクトップをインポートしてクローニングした場合に、デスクトップのキオスクセッションを取得し、そのデスクトップのコンソールを管理
        GUI から起動すると、ctrl + alt + del
        画面が表示されますが、警告は表示されません。
      

2.4. ストレージがシャットダウンされると仮想化ホストがクラッシュする
        (バグ ID 13557337)




        ストレージホストがシャットダウンされた
        (またはクラッシュした)
        場合、関連付けられている Oracle
        Cluster File System バージョン 2 (OCFS2)
        ファイルシステムがまだ仮想化ホストにマウントされていると、仮想化ホストがクラッシュします。
      

        ストレージホストをリブートする必要がある場合は、まずストレージの保守モードを有効にしてください。『Oracle Virtual Desktop Infrastructure 管理者ガイド』のストレージの保守を参照してください。これにより、Oracle VDI
        で OCFS2
        ファイルシステムをアンマウントできます。ストレージが保守モードになったら、リブートできます。
      

        この問題は、Sun ZFS ストレージまたは iSCSI
        ストレージのいずれかを使用する場合に、Oracle Linux
        プラットフォームの VirtualBox
        ホストに影響を与えます。
      

2.5. Bash プロンプト文字によって SSH 接続が中断される
        (バグ ID 13572569)




        Oracle Linux プラットフォームの root
        のデフォルトシェルは bash です。Oracle VDI は
        ssh
        コマンドを実行したときに、ユーザーの bash
        環境によって生成されたほかの文字、たとえば
        $HOME/.bashrc
        内のスクリプトや別名などを受け取ります。
      

        受け取ったいずれかの文字をエスケープ文字と解釈した場合、Oracle VDI
        は SSH 接続を切断します
      

2.6. テンプレートのインポート中にストレージホストが応答していないと表示される
        (バグ ID 13639979)




        テンプレートのインポートジョブの間、ストレージが使用可能であるにもかかわらずストレージホストが応答していないと表示されることがあり、重大な警告が表示されます。
      

        特に、低速のネットワークでは、テンプレートのインポート中にストレージ使用率が
        100%
        に達して、ほかのジョブを実行できなくなることがあります。テンプレートのインポートジョブが完了すると、ストレージホストのステータスは有効に戻ります。
      

2.7. vb-install スクリプトですべてのユーザーの VM
        がチェックされない (バグ ID 13732353)




        アップグレードまたはアンインストールを行うために
        vb-install
        スクリプトを実行すると、登録済みおよび実行中の
        VM
        のチェックが最初に行われ、それらの停止や登録解除が必要かどうかが確認されます。このスクリプト内で、VBoxManage
        が VM をチェックしますが、これは常に root
        ユーザーで実行され、root
        ユーザー用に構成されている VM
        だけを返します。VM
        の一覧表示、電源切断、またはほかの同様の機能を実行するには、以前に
        VirtualBox をインストールしたユーザーで
        VBoxManage
        を実行するようにしてください。
      

2.8. 追加操作の進行中に VirtualBox
        ホストをデスクトッププロバイダに追加すると問題が発生する
        (バグ ID 13944126)




        Oracle VM VirtualBox デスクトッププロバイダにホストが 1
        つ追加されている場合、ストレージの既存の追加ジョブがまだ進行中のときに別の
        VirtualBox ホストを追加しようとすると、2
        つ目のホストにはストレージのマウントポイントが作成されず、Cacao
        のログに例外が出力されます。
      

        この状況を防ぐには、次のいずれかを行います:
      
	
            別のストレージホストを追加しようとする前に、ストレージの追加ジョブが正常に完了したことを確認する必要があります。
          

	
            デスクトッププロバイダにストレージホストを追加する前に、すべての
            VirtualBox ホストを追加します。
          




2.9. Red Hat カーネルを使用する Oracle Linux ホストで Windows 7
        デスクトップが起動に失敗する (バグ ID 13974640)




        Windows 7
        仮想マシンは、正しく動作するために非同期 I/O
        を必要とします。
      

        Oracle VM VirtualBox
        仮想化ホストのプラットフォームとして Oracle Linux
        が使用されている場合、iSCSI および Sun ZFS
        ストレージタイプは Oracle Cluster File
        System version 2 (OCFS2)
        を使用して構成されます。バグが原因で、Red Hat
        カーネルで使用される場合 OCFS2 は非同期 I/O
        をサポートしません。Oracle Unbreakable
        Enterprise Kernel
        を使用している場合は、このバグは OCFS2
        に影響を与えません。
      

        その結果、VirtualBox
        ホストのプラットフォームとして Oracle Linux
        を使用する場合は、このリリースでは Unbreakable
        Enterprise Kernel を使用する必要があります。Red Hat
        カーネルはサポートされていません。
      

        これによって次のような影響があります:
      
	
            Unbreakable Enterprise Kernel
            を使用する場合は、バンドルされている
            VirtualBox リリースのインストールにのみ
            vb-install
            スクリプトを使用できます。
          

	
            単一
            Oracle VDI ホスト構成モデルは、Unbreakable
            Enterprise Kernel
            を使用する場合のみサポートされます。
          




2.10. Ubuntu 12.04
        デスクトップでセッションが予期せず切断される
        (バグ ID 14254390)




        Ubuntu 12.04
        をデスクトッププラットフォームとして使用している場合、Unity
        をデスクトップ環境として使用していると、ユーザーはデスクトップセッションから予期せず切断されることがあります。
      

        回避方法は、代わりに Gnome Classic
        デスクトップ環境を使用することです。
      

2.11. Oracle VDI の更新後、ユーザーが自分の Windows
        デスクトップに接続できない (バグ ID 14272752)




        Oracle VDI をリリース 3.4
        以降に更新後、ユーザーが各自の Windows
        デスクトップに接続できなくなったことに気づくことがあります。この問題は、自動ログオン
        (auto-logon)
        用に構成されているデスクトップに影響し、具体的には
        Microsoft RDP (MS-RDP)
        をデスクトッププロトコルとして使用するプール内の
        Windows XP
        デスクトップに影響することが判明しています。
      

        ユーザーが自動的にログオンできるようにするため、Oracle VDI
        はユーザー名、パスワード、およびドメイン名を提供します。以前のリリースでは
        Oracle VDI
        は短縮ドメイン名を使用していましたが、これは通常、NetBIOS
        名と同一です。Oracle VDI リリース 3.4
        以降ではデフォルトで完全修飾ドメイン名 (FQDN)
        を使用しますが、これは NetBIOS
        名と異なることがあるため、自動ログオンが失敗する可能性があります。
      

        回避方法は、ドメイン名に NetBIOS
        名を使用するようにプールを構成することです。Oracle VDI マネージャー
        で、プールを選択し、「設定」タブに移動し、「完全修飾ドメイン名を使用」オプションを選択解除します。コマンド行で、vda
        pool-setprops --properties=fqdn-login=disabled
        pool-name
        コマンドを使用します。このオプションは、Active
        Directory
        タイプの会社にリンクしているプールのみに適用されます。
      

2.12. 再クローニングによって重複した予約済みデスクトップが作成される
        (バグ ID 14577906)




        デスクトップの再クローニングアクション (Oracle VDI
        リリース 3.5 で導入)
        を使用して選択したデスクトップを再クローニングすると、予約済み状態でスタックしているデスクトップが重複することがあります。
      

        重複するデスクトップは、安全に削除できます。
      

2.13. Oracle Linux プラットフォームで VRDP
        を使用するとデスクトップのパフォーマンスが低下する
        (バグ ID 14731581)




        この問題は、Oracle VDI ホストと Oracle VM VirtualBox
        ホストの両方として使用されている Oracle Linux
        ホストでのみ発生します。
      

        ユーザーセッションもホストするホストで仮想マシンを実行していて、接続プロトコルが
        VRDP
        の場合は、デスクトップのパフォーマンスが低下します。
      

        問題は、ループバックネットワークインタフェースの最大転送単位
        (MTU) と Sun Ray Windows Connector (uttsc)
        受信バッファーの不一致によるものです。
      

        解決方法は、ループバックインタフェースの MTU
        を小さくして、uttsc
        受信バッファー (8192 バイト)
        未満
        にすることです。次のように実行します。
      
	
            ifconfig
            コマンドを使用してループバックインタフェースの現在の
            MTU を確認します。
          

            例:
          
# /sbin/ifconfig lo
lo        Link encap:Local Loopback  
          inet addr:127.0.0.1  Mask:255.0.0.0
          inet6 addr: ::1/128 Scope:Host
          UP LOOPBACK RUNNING  MTU:16346  Metric:1
          RX packets:134095573 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
          TX packets:134095573 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
          collisions:0 txqueuelen:0 
          RX bytes:82894163173 (77.2 GiB)  TX bytes:82894163173 (77.2 GiB)


	
            MTU が 8192
            バイト以上である場合は、ifconfig
            コマンドを使用してループバックインタフェースの現在の
            MTU を 8154 バイトに変更します。
          

            MTU は 8192
            バイト未満にする必要があります。値 8154
            バイトはテストされていて、問題を解決することが判明しています。
          

            例:
          
# /sbin/ifconfig lo mtu 8154

            ifconfig
            コマンドを使用してループバックインタフェースの
            MTU が変更されたことを確認します。
          




2.14. USB
        スマートカードリーダーのデバイスドライバが見つからない問題
        (バグ ID 14731581)




        VirtualBox RDP (VRDP) は、USB
        スマートカードリーダーである SCR335 USB Smart Card
        Reader
        デバイスをエミュレートすることでスマートカードをサポートします。このデバイス用のドライバは
        Windows に含まれていません。
      

        システムの準備を使用するプールでは、Windows
        デスクトップがこのデバイス用のドライバをインストールできないため、クローニングが失敗する可能性があります
        (デスクトップが新しいハードウェアの検出ウィザードでスタックします)。
      

        システムの準備を使用しないプールでは、ユーザーがデスクトップに始めてログインするときに、新しいハードウェアの検出ウィザード
        (Windows XP デスクトップ)
        または「ドライバソフトウェアのインストール」ウィンドウ
        (Windows 7 以降のデスクトップ) が表示されます。
      

        Windows 7
        以降のデスクトップでは、デバイスが検出されたときに
        Windows Update
        を使用して必要なドライバを自動的にインストールできる可能性があります。Windows
        XP
        デスクトップでは、デバイスドライバを手動でインストールする必要があります。
      

        このデバイスに関する問題を避けるため、デバイスドライバをテンプレートまたはデスクトップにインストールすることをお勧めします。次からドライバをダウンロードできます。
      

        http://support.identive-infrastructure.com/download_scm/download_scm.php?lang=1
      

        ダウンロードページで、SCR335
        デバイスと必要なオペレーティングシステムを選択し、SCR3xxx
        PC/SC Installer
        を見つけたあと、SCR3xxx_Win_drivers_only_installer_V<version>.zip
        ファイルをダウンロードします。
      

        スマートカードデバイスは USB
        デバイスであり、USB
        サポートはデフォルトで有効なため、プールの
        RDP
        設定でスマートカードデバイスのリダイレクトが無効な場合であっても、ドライバの問題は
        VRDP を使用するプールで発生します。プールで
        Microsoft RDP
        を使用する場合は、ドライバの問題が発生しません。
      

2.15. Firefox を使用して、Oracle Solaris 11 上で動作している
        Oracle VDI マネージャー にログインできない (バグ ID 14802239)




        Oracle Solaris 11 では Transport Layer Security (TLS)
        バージョン 1.1 を使用しますが、Firefox
        ではまだサポートされていません。Firefox
        を使用して Oracle Solaris 11 上で動作する Oracle VDI マネージャー
        に接続すると、ブラウザでエラーコード
        ssl_error_internal_error_alert
        が報告されます。回避方法は、Firefox で TLS 1.0
        を無効にして接続および認証することです。
      
	
            Firefox で TLS 1.0 を無効にします。
          

            この設定にアクセスするには、「オプション」ウィンドウを開き、「詳細」を選択し、次に「暗号化」タブを選択します。
          

	
            Oracle VDI マネージャー にログインします。
          

            Firefox
            はサーバー証明書を格納し、将来の接続で使用します。
          

	
            ログインに成功したら、Firefox で TLS 1.0
            を再度有効にすることができます。
          




2.16. Oracle VDI のインストールが Java Runtime Environment
        のインストール時にハングする (バグ ID 15909269)




        既知の Java SE JDK および JRE の問題 (バグ ID
        15911373) により、Oracle VDI
        のインストールが「+ Java Runtime Environment
        をインストールしています...」のステップでハングすることがあります。この動作は、VMware
        vCenter/ESXi 5.1 上の仮想マシンで実行している
        Oracle Solaris 10 Update 10 でみられました。
      

        Oracle VDI
        のインストールがこのステップでハングする場合は、次の回避方法を使用してインストールを通常どおり進めてください。

        
	
              vda-install-java
              コマンドのプロセス ID (PID) を調べます。
            

              たとえば、ps -ef | grep
              vda-install コマンドを使用します。
            

	
              PID
              を使用して、ハングしたプロセスを探します。
            

              たとえば、ptree
              PID
              コマンドを使用します。
            

              リストの末尾に示されたプロセスが、インストールをブロックしているプロセスです。
            

	
              ハングしたプロセスを強制終了します。
            

              たとえば、pkill smbios
              コマンドを使用します。
            




        この問題が原因ですでにインストールを終了している場合、Oracle VDI
        のインストールはもう一度インストールしようとすると失敗する可能性があり、この場合、「Java
        Runtime Environment
        のインストール中に問題が発生しました」というエラーが表示されます。このエラーは、以前の
        JRE インストールが /opt/SUNWvda
        ディレクトリに残っているために発生します。この問題を解決するには、/opt/SUNWvda
        ディレクトリを削除してからもう一度 Oracle VDI
        をインストールします。インストールが Java
        Runtime Environment
        のインストールステップでハングする場合は、前述の回避方法を適用してインストールを続行できるようにしてください。
      

2.17. ホストディスクがいっぱいになると、データベースへの接続が失われる
        (バグ ID 15921366)




        Oracle VDI
        データベースをホストするディスクがいっぱいになると、データベースへの接続が失われます。この問題は、組み込み
        MySQL
        データベースとリモートデータベースの両方に影響を与える可能性があり、フェイルオーバーが発生することがあります。
      

        Cacao のログには、次のエラーが含まれます。
      
Internal Exception: java.sql.SQLException: Got error 28 from storage engine 
Error Code: 1030

        解決方法は、ホストに十分な空きディスク領域を用意することです。組み込み
        MySQL
        データベースを使用している場合、データベースは
        /var/opt/SUNWvda/mysql にあります。
      

2.18. 仮想ディスクの UUID
        を更新できないために、テンプレートのインポートが失敗する
        (バグ ID 16175655)




        これはファイルのアクセス権と所有権の問題であり、VirtualBox
        ユーザーが root
        ではない場合にインストールで発生する可能性があります。同じ
        UUID
        を持つディスクイメージがすでに存在する場合は、テンプレートのインポート中に仮想ディスクの
        UUID
        が変更される必要があります。これは以前に同じテンプレートがインポートされたか、UUID
        が Oracle VDI
        で制御されていない別の仮想マシンのディスクに割り当てられているためです。root
        以外の VirtualBox ユーザーには、新しい UUID
        を仮想ディスクイメージファイルに割り当てるための必要なアクセス権がありません。
      

        回避方法は、インポート前にソーステンプレートで仮想ディスクイメージファイルの
        UUID
        を手動で変更することです。これを行うには、/usr/bin/VBoxManage
        コマンド (Oracle Linux プラットフォーム) または
        /opt/VirtualBox/VBoxManage コマンド
        (Oracle Solaris プラットフォーム) を使用します。
      

        コマンドの構文は次のとおりです。
      
VBoxManage storageattach "<VM_name>" --storagectl "<controller_name>" \
--port "<controller_port_no>" --device "<device_no>" --type "hdd" \
--medium "<path_to_disk_image>" --setduuid "<new_disk_image_uuid>"

        まず、仮想マシン構成で必要なパラメータを探します。ストレージコントローラ名、および接続されているメディアまたは仮想ディスクのポートおよびデバイス番号が必要です。メディアの種類は「hdd」です。ストレージコントローラ構成セクションには、仮想ディスクのフルパスも表示されます。
      

        次の例では、windows-7-template
        という名前の仮想マシンに接続されている仮想ディスクの
        UUID を変更する方法を示します。


VBoxManage showvminfo "windows-7-template" --machinereadable

[...]
storagecontrollername0="IDE Controller"
storagecontrollertype0="PIIX4"
storagecontrollerinstance0="0"
storagecontrollermaxportcount0="2"
storagecontrollerportcount0="2"
storagecontrollerbootable0="on"
storagecontrollername1="SATA Controller" 
storagecontrollertype1="IntelAhci"
storagecontrollerinstance1="0"
storagecontrollermaxportcount1="30"
storagecontrollerportcount1="1"
storagecontrollerbootable1="on"
"IDE Controller-0-0"="none"
"IDE Controller-0-1"="none"
"IDE Controller-1-0"="/usr/share/virtualbox/VBoxGuestAdditions.iso"
"IDE Controller-ImageUUID-1-0"="44d80449-ff62-4d9f-b96f-37bd8f5b50b8"
"IDE Controller-tempeject"="off"
"IDE Controller-IsEjected"="off"
"IDE Controller-1-1"="none"
"SATA Controller-0-0"="/home/vboxuser/VirtualBox VMs/windows-7-template/windows-7-template.vdi"
"SATA Controller-ImageUUID-0-0"="71936354-7f1f-41ac-ba44-92aabd28b72c"
[...]

VBoxManage storageattach "windows-7-template" --storagectl "SATA Controller" \
--port "0" --device "0" --type "hdd" \
--medium "/home/vboxuser/VirtualBox VMs/windows-7-template/windows-7-template.vdi" \
--setduuid "71936354-7f1f-41ac-ba44-92aabd28b740"


2.19. VMware Windows 8 のクローニングに失敗する (バグ ID
        16209372)




        既知の VMware の問題により、VMware
        カスタマイズ仕様を使用してカスタマイズする場合に、VMware
        上の Windows 8
        デスクトップのクローニングが失敗することがあります。詳細については、VMware
        ナレッジベースの記事
        ID 2037366 を参照してください。
      

2.20. Oracle Linux 6
        プラットフォームで「デスクトップログイン」画面が表示されない
        (バグ ID 16269057)




        Oracle VDI を Oracle Linux 6
        プラットフォームにインストールしたあとに、「デスクトップログイン」画面が表示されないことがあります。この問題は、GNOME
        Display Manager (GDM)
        が正しくない状態にあるために発生します。
      

        解決方法は、ホストをリブートすることです。
      

2.21. ホットデスク時または電源サイクル時に、VRDP
        接続を使用した Windows 7
        のメディア再生がハングする (バグ ID 16343063
        および 16355589)




        Windows 7
        デスクトップでメディアコンテンツを再生するときに
        VRDP
        接続を使用すると、ホットデスクを開始または
        Sun Ray クライアントを電源サイクルしたときにメディアの再生が正しく終了しません。
      

        回避方法は、メディアの再生方法によって異なります。
      
	
            メディアをブラウザで再生する場合は、Windows
            7
            デスクトップから切断してログインし直します。ロックされているブラウザウィンドウの表示が消え、メディア再生をまた開始できるようになります。
          

	
            メディアを Windows Media Player
            で再生する場合、Windows
            タスクマネージャーを使用してプロセスを終了する必要があります。位置の把握を使用する場合は、クライアントの切断時に
            Windows Media Player
            プロセスを終了するようにスクリプトを切断アクションに追加できます。位置の把握を参照してください。
          




第3章 フィードバックとサポート
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      この章には、Oracle Virtual Desktop Infrastructure (VDI)
      製品に関するフィードバックの提供方法およびサポートへの問い合わせ方法の情報が記載されています。
    
3.1. フィードバックの提供と問題の報告




        フィードバックや一般的な質問については、Oracle VDI
        および Sun Ray Software
        のコミュニティーフォーラムのVirtual
        Desktop Infrastructure と
        Sun Ray クライアントの一般的なディスカッションのページに投稿できます。フォーラムはコミュニティーによって管理されているため、Oracle VDI
        および Sun Ray Software
        のコミュニティーフォーラムへの投稿に
        Oracle
        からの返答があることは保証されていません。問題を報告する必要があり、かつ
        Oracle Premier Support Agreement
        をお持ちの場合は、Oracle サポート
        (https://support.oracle.com)
        で問題を相談するようにしてください。
      

        問題を報告する場合は、次の情報
        (該当するもの) をお送りください。
      
	
            問題が発生した状況や操作への影響などを含む問題の説明。
          

	
            マシンの種類、オペレーティングシステムのリリース、ブラウザの種類とバージョン、ロケールと製品のリリース
            (適用済みのすべてのパッチを含む)、および問題に関連すると考えられるその他のソフトウェア。
          

	
            その問題を再現するため、使用した方法の詳細な手順。
          

	
            エラーログまたはコアダンプ。
          





3.2. Oracle
        スペシャリストによるサポートへの連絡




        Oracle カスタマーサポート識別子 (CSI)
        を持っている場合は、最初に My Oracle Support
        (https://support.oracle.com)
        を使用して問題の解決を試みてください。Oracle
        Premier Support CSI
        には、カスタマイズのサポート、サードパーティーソフトウェアのサポート、サードパーティーハードウェアのサポートは含まれていません。
      

        問題を解決できない場合は、Oracle
        スペシャリストサポートチームでケースを開き、本稼働後の問題に対する技術サポートを依頼します。対応するサポート技術者にはまず次の情報が必要になります:
      
	
            お客様の Oracle
            カスタマーサポート識別子。
          

	
            依頼対象である製品。
          

	
            支援を受けたい問題についての簡単な説明。
          

	
            ログ、または所有しているサポートバンドル
            (詳細は、「サポートバンドル」を参照)。
          




        CSI
        が不明な場合は、お住まいの国の適切なサービスセンターを検索してから
        (http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html)
        Oracle
        サービスにお問い合わせいただき、技術以外のサービス要求
        (SR) を開いて CSI を取得します。CSI
        を取得したら、My Oracle Support
        でケースを開く処理に進むことができます。
      

3.3. サポートバンドル




        Oracle VDI では、Oracle VDI Center
        の各ホストのログファイルとシステム構成を含むサポートバンドルを生成できます。Oracle
        サポートは、この情報を使用して、システムの問題の分析および診断を実行できます。
      

        管理者は vda-center bundle-create
        コマンドを使用してサポートバンドルを生成します。Oracle
        サポートがさらに分析できるように、サポートバンドルファイルをアップロードできます。
      

        サポートバンドルの生成
      

        新しいサポートバンドルを生成するには、Oracle VDI Center
        の任意のホストで、root
        として次のコマンドを実行します。
      
# /opt/SUNWvda/sbin/vda-center bundle-create

Creating support bundle for Oracle VDI Center "VDI Center"
A support bundle will be created on each host before collecting them together.
+ Start support bundle creation on vdi1.example.com...
+ Start support bundle creation on vdi2.example.com...
+ Done (vdi1.example.com)
+ Done (vdi2.example.com)

Collecting support bundles
+ Get support bundle from vdi2.example.com...
+ Done (269714541 Bytes moved.)

Creating archive of support bundles
+ Creating tarball...

The support bundle is located at '/var/tmp/VDI-Center-11_05_29_17-09-22.tar.'.


        デフォルトでは、このコマンドは Oracle VDI Center
        の各ホストでサポートバンドルを作成します。各サポートバンドルが作成されるまでには数分かかる場合があります。すべてのサポートバンドルが作成されると、サポートバンドルはコマンドが実行されたホストにコピーされます。すべてのサポートバンドルは
        1 つの tar
        アーカイブにまとめられ、デフォルトでは
        /var/tmp に格納されます。
      

        サポートバンドルでは、Oracle VDI Center
        内のホストとのリモート通信で
        Oracle VDI Center エージェントを使用します。ネットワークの問題などのためにホストに接続できない場合は警告が表示され、接続できるホストのみのサポートバンドルが作成されます。
      

        vda-center bundle-create
        コマンドの動作は、次の 1
        つ以上のオプションを使用して調整できます:
      
vda-center bundle-create [-l |--localhost]
                         [-h <host1>,<host2> | --host=<host1>,<host2>]
                         [-d <directory> | --directory=<directory>]
                         [-v |--verbose]
                         [-g |--get]
                         [-b |--backup]
                         [<file name>]
表3.1 vda-center bundle-create コマンドのオプション
	
                  オプション
                
	
                  説明
                

	
                  -l
                
	
                  コマンドを実行したホストのみのサポートバンドルを生成します。
                




                
                  そのホストで
                  Oracle VDI Center エージェントが実行しなくなっている場合でも、このオプションは機能します。
                

	
                  -h <host1>,<host2> ...
                
	
                  指定したホストのみのサポートバンドルを生成します。
                

	
                  -d <directory>
                
	
                  サポートバンドルを格納するための別のディレクトリを指定します。
                




                
                  指定するディレクトリはすべてのホストに存在する必要があります。
                




                
                  セキュリティー上の理由で、これは
                  /tmp、/var/tmp/、/var/run/、または
                  /var/opt/SUNWvda/
                  の中のディレクトリまたはサブディレクトリである必要があります。
                

	
                  -v
                
	
                  サポートバンドルが作成されるときに、追加情報メッセージが出力されます。
                

	
                  -g
                
	
                  ホストからサポートバンドルを取得しますが、1
                  つの tar アーカイブにまとめません。
                

	
                  -b
                
	
                  サポートバンドルに Oracle VDI
                  の完全なバックアップデータを含めます。
                




                
                  このオプションは、Oracle VDI
                  データベース全体の内容をエクスポートして、サポートバンドルに含めます。
                

	
                  <file name>
                
	
                  tar アーカイブの名前を指定します。
                




                
                  名前を指定しない場合、デフォルトでは
                  <center name>-<date>
                  という名前が使用されます。
                





        サポートバンドルのアップロード
      

        2G バイトまでのサポートバンドルの場合は、My
        Oracle Support (MOS) のサービス要求 (SR)
        処理の一環としてファイルをアップロードします。

        
	
              SR のロギングプロセス中の場合は、SR
              の「ファイル/添付ファイルのアップロード」手順でサポートバンドルをアップロードします。
            

	
              すでに SR
              のログを記録してあり、あとからファイルをアップロードする必要がある場合は、次の手順を実行します。
            
	
                  MOS
                  にログインし、「ダッシュボード」または「サービスリクエスト」タブを開きます。
                

	
                  「サービス要求」領域で、更新する
                  SR をクリックします。
                

	
                  「更新」セクションで、「添付ファイルの追加」を選択します。
                

	
                  ポップアップウィンドウで、アップロードするファイルを選択し、メモがある場合は含め、「ファイルの添付」をクリックします。
                







        サイズが 2G バイトを超えるサポートバンドルは
        supportfiles.sun.com にある
        Oracle
        サポートのファイル転送サービスを使用してアップロードされます。Oracle
        サポートから別のメカニズムを使用してアップロードするように要求される場合があります。
      
	
            ブラウザまたは FTP
            クライアントを使用して、supportfiles.sun.com
            に移動します。
          

	
            アップロードするサポートバンドルファイルを選択します。
          

	
            ファイルの転送先を選択します。
          

            Oracle
            サポートがほかのディレクトリを要求した場合を除き、cores
            ディレクトリを選択します。
          

	
            ファイルのケース番号を入力します。
          

            Oracle
            サポートは、サービス要求が開かれたときにケース番号を提供します。ケース番号を入力すると、ファイルがサービス要求と正しく関連付けられます。
          

	
            「アップロード」ボタンをクリックしてファイルをアップロードします。
          

            アップロードの進捗状況が表示されないブラウザもあります。
          

            転送がリスタートされるため、「アップロード」ボタンを複数回クリックしないでください。
          

            アップロードが完了すると、確認メッセージが表示されます。
          

            確認メッセージには、アップロードされたファイルのフルパスが含まれます。ファイルが適切なケース番号と関連付けされなかった場合に
            Oracle
            サポートにファイルのフルパスを伝えられるように、この情報を書きとめます。
          




